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　目的　家族の人間関係において、親子関係は非常に重要な要因であり、たとえ婚姻を解

消したとしても親子関係は解搾

代を越えた課題であるが、現時点での“母親”についてのイメージが子世代（大学生）と

その親世代でどのように異なるかを明らかにすることを目的として調査・分析を行った。

　方法　被験者：大学生世代103名（男子学生59名、女子学生44名）、その親世代

85名(50才前後、女子学生の父親･41名と母親44名）計188名。

調査方法：「母」という語の意味分析をするために、被験者に24対の対語を提示し５

段階評定を求めた。例、明るいー－くらい、おこりっ1μゝ－－おだやか。

　結果「父親像」についてSD法による分析を試みた先行研究（1998)では、３因子が

抽出され、因子負荷量の高い順に、第一因子は＜民主的友人関係＞の父親、第コa子は＜

権威主義的関係＞の父親、第三因子4ま他の２因子に比べ寄与■mi微弱であるが＜支援的保

護者＞の役割をとる父親と名づけられた。世代間比較をすると、第２因子で親世代の方が

学生世代よりも寄与率が高いという結果がえられた。本研究では、「母親像」について同

様の分析を試みたところ、３因子が抽出され、父親像と対応して＜民主的友人関係＞＜権

威主義的関係＞＜支援的保護者＞の母親として解釈力河^能であり、第三因子の寄与mi父

親像の結果よりもさらに低いものであった。世代間の比較の結果も同傾向であったが、学

生の寄与率を男女間で比較すると、男子学生の場合には第２因子が女子学生に比ぺかなり

低く、母一息子関係と母一娘関係の相違が示された。

Qp- 5 幼稚園児を有する母親の自己着装イメージと購買意識の関連

　　　　　　　○熊谷伸子゛芳住邦雄¨　荻村昭典…

　　　　　　　（･文化女大一院　¨共立女大　* ¨文化女大）

目的：現在幼稚園児を有する母親の多くは、高度経済成長を経て日本の社会が大きく変化した

時代と共に成長してきた年代である。この世代はファッションに対する感度および意欲の高い

新世代ミセスとして注目されている。本研究は、幼稚園児を有する母親自身の着装イメージと

購買意識の関係を解明することを目的としている。

方法：幼稚園児を有する母親362名を対象として、母親自身の着装のイメージと購買意識に関す

る調査を質問紙調査法により行った（有効回答数355名）。調査時期は1994年９月～10月である。

着装イメージについては25項目1）、購買意識に関してはRECスケール12項目2)である。着装のイ

メージ、購買意識共に質問項目に対して５段階の選択肢で回答を求め、主成分分析で解析を行

った。さらに、母親自身の着装のイメージと購買意識の主成分得点について相関分析を行った。

結果：母親自身の着装のイメージについて解析を行ったところ、３つの主成分が抽出された。

第１は華やいだ･贅沢なといった装飾性の重視。第２はアットホームな･実用的なといったカジ

ュアル性。第３は、おとなしい･地味なといった質実な日常性。購買意識の解析においても、３

つの主成分が抽出された。第１が合理性の重視。第２がﾌﾞﾗﾝﾄﾞや流行の意識。第３は、雰囲気

へのこだわり。これらについていくつかの主成分間に有意水準5％で相関が認められた。主成

分間の相関から、華やかで装飾的な着装行動をとる人は購買意識において雰囲気を重視し、カ

ジュアル的な着装行動をとる人は合理性を重視しており、質実な日常性をもって着装行動をと

る人はﾌﾞﾗﾝﾄﾞや流行を重視せず、雰囲気に流されることが少ないことが明らかになった。
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